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Ⅰ　は じ め に










































































































































第一部 195  （7）
第二部 102（67）
福　証 124（26）
















































































年 4月 1日～ 2012年 3月 30日，市場開設日数 246
日）に日々株価終値がついた日数を示している。
表 2　市場第二部および新興市場における株式取引日数
企業数 最小値 最大値 平　均 標準偏差
東証第二部 384 55 246 218.57 37.69
大証第二部 171 43 246 192.87 53.34
名証第二部 67 3 246 144.33 63.45
福　証 25 40 246 126.64 58.74
札　証 9 79 183 110.11 31.57
セントレックス 20 88 246 189.40 51.58
Qボード 8 55 215 115.56 58.89



































































































































































































































































0.504で ARSは 0.298となっている。変数 BSの
表 3　サンプルの基本統計量
市　場 最小値 最大値 平均値 標準偏差
東証第一部
（n：659）
P 19.00 146,800.00 7,283.64 13,859.67
BS 10.87 15,370.71 1,040.39 1,137.79




P 6.00 32,400.00 2,183.36 4,488.42
BS 2.81 3,955.27 768.48 682.76
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